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研究成果の概要（和文）：本研究では，高齢者に最適化された情報提示方法を確立するために，加齢が意思決定
に及ぼす影響を明らかにし，後悔しない意思決定のために何が重要なのかを検討することを目的とした。複数の
実験および調査の結果から，意思決定時にみられる認知バイアスには高齢者と若年者で大きな違いがみられない
ことが示された。一方で高齢者は，提示された情報ではなく，自身の知識や経験に頼り，意思決定をおこなう傾
向がみられた。また，代理意思決定者の後悔に関する研究から，後悔しなたいための意思決定の方法として，決
めることから逃げない，選択肢をトレードオフで比較しない，正解を選択しようとしない，が重要であることが
示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, the aims were to clarify the impact of aging on 
decision-making in order to establish an information presentation method optimized for the older 
adults, and to examine what is important for making decisions without regrets. Results from multiple
 experiments and surveys showed that there were no significant differences between the older and the
 younger adults in terms of several cognitive biases observed at the time of decision-making. On the
 other hand, it was observed that the elderly tend to rely on their own knowledge and experiences 
rather than on the information presented to them when making decisions. Moreover, from studies on 
the regret of surrogate decision-makers, it was suggested that in order to avoid regret in 
decision-making, it is important not to shy away from making decisions, not to compare options 
through trade-offs, and not to aim to choose the correct answer.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
平均寿命と健康寿命の差，つまり自立した生活が困難な期間は約10年ある。WHO(2002)は自立した生活が困難と
なってもウェルビーング，生活の質（QOL）を維持するには，個人的なことがらを自己決定（意思決定）できる
「自律」が重要とであるとしている。しかしながら高齢者の自律支援において，どのような情報提示のあり方が
最適なのかついて，十分な検討がなされておらず，確立された手法も存在しない。本研究の成果は，高齢者の自
由意志を阻害しない，かつ，高齢者が後悔しない判断を支援するための，高齢者の意思決定時の認知バイアスを
考慮した情報提示のあり方に有用な知見を提供すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

WHO(2002)は自立した生活が困難となってもウェルビーング，生活の質（QOL）を維持するに
は，個人的なことがらを自己決定（意思決定）できる「自律」が重要とであるとしている。また，
治療選択や資産運用等，高齢期の意思決定は，選択の結果が不確実なものが多い。認知機能が低
下し確率的，分析的な判断能力が低下する高齢期では特に，不適切な判断をしてしまうリスクが
高まる。しかしながら，高齢者の自律支援において，どのような情報提示のあり方が最適なのか
ついて，十分な検討がなされておらず，確立された手法も存在しない。 
 
２．研究の目的 
 高齢者に限らず，人の思考は合理的ではなく，選択や判断の際には認知バイアス（非合理的な
選択の偏り）が生じる。特に高齢期では加齢に伴い合理的判断の基盤となる認知機能が低下する
ため，どれだけ客観的・合理的な情報であっても認知バイアスを考慮した情報提示でなければ，
適切な判断や行動に結びつかない。しかしながら，加齢が意思決定の情報処理プロセスにどのよ
うに影響するのかは明確になっていない。そこで本研究では，高齢者に最適化された情報提示方
法を確立するために，加齢が意思決定に及ぼす影響を明らかにし，後悔しない意思決定のために
何が重要なのかを検討することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究の目的を果たすために複数の実験を実施した。その方法は下記のとおりである。 

実験 1 

目的：保険の特約，自動車やパソコン，スマートフォンのカスタマイズなど、消費者の様々な要
望に応じ，オプションを選べる商品が増えてきている。オプションの呈示方法には，最もシンプ
ルなベースモデルに必要なオプションを追加していく加算型フレーミング（+OF）と全てのオプ
ションが選択されているフルモデルから必要のないオプションを削除する減算型フレーミング
（-OF）がある。これまでの研究から，消費者は+OFよりも-OFの方がより多くの選択肢を選択
することが報告されている（オプションフレーミング効果, e.g., Park et al,2000, Biswas, 2009）。本
実験では，このオプションフレーミング効果に若年者と高齢者で違いがあるのかを検討する。 
被験者：高齢者 40名（平均年齢 72.33、SD=5.05），若年者 40名（平均年齢 21.03、SD=1.75） 
実験課題：旅行パッケージと健康診断の 2つの商品のオプション選択を求めた。オプションセン
タ選択後に，選択の困難さと選択満足度を 7段階で評価させた。また，認知機能検査としてWAIS
を実施した。 
 

実験 2 

目的：ウェブサイトの内容と，バナー広告の内容の関連性が高い程，閲覧者がバナー広告に対し
て抱く信用度が高くなる(コンテキストプライミング効果)に加齢の影響がみられるのか，また，
情報リテラシーとバナー広告に対する信用度に関連性があるのか検討した。 
被験者：20歳から 70歳代の 200名(平均年齢 39歳(SD = 9.10))であった。 
実験課題：本実験では 2つの条件を設定した。一つはウェブサイト内容とバナー広告内容に関連
があるプライミングあり条件であり，もう一つはウェブサイト内容とバナー広告内容に関連が
ないプライミングなし条件である。被験者にサイトを読ませた後，「私は，この広告を興味深く
感じた。」といった項目を用い，バナー広告に対する評価について評価させた。 
 

実験 3 

目的：ウェブを介した購買行動に着目し，商品の価格，出品者の顔写真の表情，商品に対する他
者の評価といった情報が，高齢者の商品選択に及ぼす影響について検討した。 
被験者：高齢者 100名(平均年齢=71.74歳, SD=3.86)を対象とした。 
実験課題：民泊宿泊仲介サイトをモデルに，価格，出品者の顔写真の表情，商品に対する他者の
評価を操作した宿泊先のサイトを複数作成し，部屋を借りたいかどうか評価させた。 
 
実験 4 

目的：環境配慮行動を促進するための教育ビデオと目標フレーミングメッセージ(例:ポジティブ
フレーム:節電すれば地球の温暖化を遅らせることができる，ネガティブフレーム:節電しなけれ
ば地球の温暖化を遅らせることはできない)が，環境問題の意識や環境配慮行動の意欲に及ぼす
影響について検討することを目的とした。 



被験者：20歳代から 70歳台の 588名(平均年齢=41.46歳, SD = 10.85)を対象とし，ポジティブフ
レーム群とネガティブフレーミン群に半々となるよう振り分けた。 
実験課題：環境配慮行動，基本属性，環境配慮行動意向，環境意識に回答を求めたのち，フレー
ミングメッセージを含む節電に関する動画を視聴させ，その後再度，環境配慮行動の実施意向と
環境意識について同じ問いに回答を求めた。 
 

 
 

インタビュー調査 
目的：本研究の目的は，認知症高齢者の家族の代理意思決定に焦点を当て，家族の後悔を引き起
こす要因と後悔に影響する選択の仕方を質的調査によって明らかにすることである。 
対象者：認知症高齢者の家族介護者 11名に対しインタビュー調査をおこなった。 
調査内容：どのような状況でどのような意思決定をし，どのような気持ちを経験したのかについ
て詳細を尋ねた。もっと〜しておけばよかった，あるいは，もっと〜しなければよかったと感じ
た後悔があった場合には，その状況や決め方について掘り下げて質問した。また後悔がなかった
場合には，どのように公開を制御していたかについて掘り下げた。 

 

４．研究成果 

実験 1 

-OFは+OFに比べ、選択肢の数と旅行パッケージの総価格が有意に高かった。しかし、選択肢
の難易度や満足度は選択肢の枠によって差がなく、いずれの行動指標においても年齢群による
差はみられなかった（Figure 1）。 高齢者では認知機能の低下がみられたものの、オプションフ
レーミング効果は若年層と同じパターンで観察された。これらの結果は、高齢者が認知機能の低
下を知識や経験で補っていることを示唆している（Li et al., 2013）。 

 
Figure 1. Age differences in the effects of framing on the number of options selected, total price, selection 

年間の電気料⾦ では

節電しなければ8870円損する  

年間の電気料⾦ では

節電すれば8870円得する  

ポジティブフレーム ネガティブフレーム

Figure 2. 目標フレーミングの例



difficulty, and selection satisfaction for the travel package. 
 

実験 2: 

実験の結果，年齢，男女関係なく，ウェブサイトを閲覧した際にそのサイト内容に関連性が高
いバナー広告に対して，より興味を抱き，信用し，好感を持ち， 説得力を感じ，購買意欲が高
まっていた。また，「ウェブ情報の信憑性判断時に生じうる認知バイアスへの耐性」があるほど、
ウェブサイト上のバナー広告を信用する度合いは低くなることが明らかとなった。 
 
実験 3: 

サービス提供者の表情が高齢者の購買意欲に与える影響について検討したところ,ポジティブ
な表情は他の条件(ニュートラル，ネガティブ，顔写真なし)に比べて購買意欲を促進する効果が
あることが示された。 
 

実験 4: 

フレーミングに関わらず，環境配慮行動意向に関する 22項目中 12項目で，動画視聴前よりも
動画視聴後の方の得点が高くなった。しかしながら，フレーミングによる違いがみられれたのは，
環境配慮行動のなかでクールビズ・ウォームビズに取り組むという項目でのみであり，ポジティ
ブフレームよりもネガティブフレームで得点が高かった。クールビズ・ウォームビズは経済的負
担がなく，具体的な行動で取り組みやすい。そのためネガティブフレーミングを用いることで潜
在的な損失を回避する動機づけが働いたと考えられる（Parthasarathy et al., 2001）。またフレーミ
ング効果に年齢による違いは認められなかった。 
 
インタビュー調査 
認知症高齢者の家族の代理意思決定において，決めることから逃げない，選択肢をトレードオ
フで比較しない，正解を選択しようとしない，の 3点が重要であることが示唆された。 

 
 
一連の研究から，意思決定時にみられるいくつかの認知バイアスには，高齢者と若年者で大き
な違いがみられないことが示された。一方で高齢者は，提示された情報ではなく，自身の知識や
経験に頼り，意思決定をおこなう傾向がみられた。本研究では，高齢者がこれまでに経験したこ
ととないような新奇な選択課題を用いていない。しかしながら，高齢者が新奇な対象について意
思決定を求められた場合，経験や知識が役に立たないため，判断をあやまる可能性がある。 
商品やサービスを提供する企業の立場に立つと，高齢期でも意思決定時に認知バイアスが生じ
るという事実は，そのような認知バイアスを利用することによる購買行動の促進につながる。一
方で，消費者の立場にたてば，認知バイアスの影響を受けず，自分自身にとって合理的な判断を
行いたいと考えることは自然である。 Hermannら（2013）は、消費者は信頼できる情報源から
の情報を受け入れやすいと指摘している。高齢になり，これまで経験したことのない選択を求め
られる場合，信頼できる情報源を確保しておくことは，高齢期の適切な判断に不可欠であると考
えられる。 
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老いの心理学の最前線：心理・行動データが示す人生の最後に重要なこと.

心理学は製品開発の実践においてどう役立つのか
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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